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は　 じ　 め　 に

　「蚊 」 は昔 も今 も，人 類 に と っ て 最 もや っ か い な 衛生 害虫

の 1 つ で あ り，
ハ マ ダ ラ カ が 媒介す る マ ラ リア を は じめ と

す る各種の 伝 染病 は，ア フ リカ諸 国 を 中心 に い ま だ に 人類

の 脅威 と な っ て い る．1999年 に ニ ュ
ーヨ ーク で 発生 した

ウ ェ ス トナ イル 熱 は ア カ イエ カ等 に よ っ て 媒介 さ れ る が，

現 在 も米国 に お い て 毎 年 100人以 上 の 尊 い 命 が失 わ れて い

る．日本 に お い て も，コ ガ タ ア カ イ エ カ に よ る H 本脳炎，

ア カ イ エ カ 等 に よ る 犬 の フ ィ ラ リア 症 等 が 発 生 し て い る ，

さ ら に，最近 の 調 査 に よ れ ば，地 球 温 暖化 に よ る疾 病媒介

蚊の 生息地域の 拡大も懸念 されて い る．

　現在，蚊 の 防除に は ，主 と して 蚊取線香や 電 気蚊 取 マ ッ

ト，あ る い は液体蚊取等が 用 い られ て い るが ， こ れ らは い

ず れ も，火 や電気に よ り加熱す る こ とに よ り ピ レ ス ロ イ ド

系 を 中心 とす る薬剤成分を空中に 揮散 させ，防除す る方法

で あ る．一
般 に，ピ レ ス ロ イ ド系薬剤 は 殺虫効力 に 加 えて ，

速 や か に 害虫 を麻 痺 さ せ ，吸 血 で き な く さ せ る い わ ゆ る

「ノ ッ クダウ ン効果」 に 優れ て お り， 人 体 に 対 す る 高 い 安全

性 と相 ま っ て ，有害 な蚊 の 防除に 広 く使 用 さ れ て い る． し

か し，こ れ まで の 主要 な ピ レ ス ロ イ ドは有効成分 を蒸 散さ

せ るた め に ，高温 の 熱源を必要 と し，使用 方 法 も限 定 さ れ

て い るの が実状 で あ っ た，

　住 友 化 学 で は，揮 散 性 に 富み か つ 害虫 防除能 力 が 従 来品

に 比 べ 格 段 に 優 れ た 画 期 的な ピ レ ス ロ イ ドの 開発 を 目標 と

し，研究開発 を進 め て き た ，そ の 結果，こ の よ うな 目標 を

満足す る メ トフ ル トリン （SumiOne ’F）
），エ ミネ ン ス

 
） （Fig．
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Fig．豆，　 Structure　of 　Metofluthrin　（SumiOne
’x，　Elninenceも

（E ：Z ≒ 1 ：8）．

1） を 見 出 し開発 す る に 至 っ た．メ トフ ル トリ ンを使 用 する

こ と で，常温 で 薬剤 を揮散 させ 蚊 を 防 除す る こ と が 可能 と

な り，電池で 稼動す る フ ァ ン式 蚊 取 器 の 他，野 外用，携帯

用 の 虫除け 器 具等，様 々 な使用 場 面，用 途 へ の 応 用 展 開 が

図 ら れ て い る．

　本剤 の 各種 の 蚊 に 対す る 効力は ，既 存の 蚊取蒸散 製剤 用

薬 剤 の 数 倍
〜
数十倍 に も及 び，費用対効果の 面で も優れ た

極 め て 実用 性の 高 い 殺虫剤有効成分で あ る こ と が実 証 され

て い る．本稿で は，メ トフ ル トリ ン の 発明 の 経緯，蚊に 対

す る 基 礎 効 力，実用 効果，物理化学的性質，安全 性 お よ び

開発 状 況 に つ い て 報 告 す る，

＊ 〒 665−8555　 兵庫県宝 塚市高 司 4−2−1

　◎ Pesticide　Science　Society　ofJapan

発 明 の 経 緯

　L 　研究の 背景

　住友化学は ，家庭用殺虫剤分野に お い て，d一ア レス リ ン，

プ ラ レ トリ ン な ど数多 くの 製品 を蚊 取 線 香 や 電気蚊取器 の

有効成分 と して 開発，上 市 して き た （Fig．2），近年，不適

切 な 使用 に よ る 火事 や 火傷の リス ク低 減，さ らに は携帯性

の 向 上 を 目的 と し た フ ァ ン式蚊 取器 の よ うな，熱源を使 わ

な い 新 しい タ イ プ の 蚊取器が 注 目さ れ て い る．こ れ ら新 し

い タ イ プ の 蚊 取 器 で 用 い る こ と の 出来 る 殺虫 有 効 成 分 は，

加熱 す る こ とな くフ ァ ン に よ る送風 の み で 蒸散 し効力 を 示
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．2．　Structurc　ofd −al且ethrin 　and 　prallethrin．

す とい う性質 （常温 蒸散性） を有す る 必 要が あ る．そ こ で ，

我 々 は 蚊 に 対 して d一ア レ ス リ ン
， プ ラ レ トリ ンを 上 回 る 高

い 活性を示す と と もに，優 れ た常温 蒸散性を併せ 持つ 新規

ピ レ ス ロ イ ドの 探索研 究 に 着手 した．

　 2． リ
ード化 合物の 発 見

　化 合 物 を デザ イ ンす る に あ た り，我 々 は ， 菊酸 （Chrysan−

themic 　acid ） の 側鎖の メ チ ル 基が 欠如 した 酸 に 注 目した．本

稿 で は，こ の 酸を菊酸 か ら メ チル 基 が 欠 如 して い る こ と を

表す た め ノ ル 菊酸 （Norchrysanthemic　acid ） と称す る こ と に

す る．歴史的に は，1970年代 に，当社 は，い くつ か の ノル

菊酸エ ス テ ル を 合成 して い た が 1−3），合成の 困 難 さ に 見 合 う

だ け の 特徴 を 見 出す こ とが で き ず，こ れ ま で ほ とん ど注 目

され な か っ た，我 々 は，蒸散性 の 観 点 か らノ ル 菊酸 エ ス テ

ル に 注 目 し，様 々 な ア ル コ ール と の エ ス テ ル を合成 し，
2，3，

5
，
6一テ トラ フ ル オ ロ ベ ン ジ ル ア ル コ ール誘導体 2 が，ア

カ イ エ カ に 対 し比較的高 い 常温 蒸散 活性 を示す こ とを見出

した （Fig．3）．そ の 活 性 は，我 々 が 望 ん で い た 目標 を 満足

す る もの で は な い が，対応す る菊酸エ ス テ ル 1 に 比 べ る と，

明 らか に 高い 速効性を示す こ とが 確認 され た，こ の 結果を

踏 ま え ，化 合物 2 を リ
ー

ド化 合 物 と して，ア ル コ
ー

ル 部 分

の ベ ン ゼ ン 環 4 位 へ の 種 々 の 置換 基 の 導人 を 検討 し た ．

　 3． メ トフ ル トリ ン の 発見

　4 位 置 換 化 合物群 の ，ア カ イ エ カ に 対す る局 所 施 用 法 に

よ る殺 虫 効 力 を Table　1 に 示す．い ずれの 化合物 も，無置 換

体 2 に 比 べ て ，高 い 殺虫 活性を示 し，置換基 の 大 き さ に 着

目す る と，活 性 の ピー
ク は，エ チ ル 基 （C2） と プ ロ ピ ル 基

（C3） の 間 に あ る こ とが 判 っ た．ま た ，不 飽 和 結 合 を 含 む
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F
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Fig，3，　Effectiveness　 of 　2，3，5 ，
6−tetrafluorobenzyl　 ohrysanthemate

and 　its　norchrysanthernic 　anaiog 　in　all　ambient −tcmperature　fbrmula−
tion　against 　Culex　pipiens　pallens．
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Table　 l．　 Lethal　 eMcacy 　 of 　Mctofluthrin　 and 　 its　 analogs

against ω α   勲 5 ρ α 〃ens

　 　 　 　 　 　 　 　 F　 　 　 　 O

　　　　　lヰ9謎
〉》

　 　 　 　 　 　 　 　 F

Compound R R ．T．a〕

23456

　 　 　 7

　 　 　 8

　 　 　 9

d−a 賦cthrin （standard ）

HFMeEt

　 n −Pr

　allyl

　 MeOMeOCH2

301002004902505003602500100

のRelative　activity　based　on 　LDso　by　the　topical　application

method ．

化合物 7 や 酸素原 子 を 含む 化 合物 8 も，化合物 5，6 と 同

等 ま た はそ れ を 上 回 る 活性 を 示 した．と りわ け，メ トキ シ

メ チル 基 で あ る化 合物 9 は ア レ ス リ ン の 25 倍 とい う非常 に

高い 基礎 活性 を示 した．

　 こ れ ら の 中 か ら，そ の 基 礎 活性，分 子 量，物 理 化 学 的 性

質等 を 勘 案 し，4 位 置 換 基 が メ チ ル 基，メ トキ シ 基，メ ト

キ シ メ チ ル 基 で あ る化 合物 4，8，9 を 選抜 し，ア カ イ エ カ

に 対 す る常温 蒸散活性試験を行 っ た，そ の 結果 を Table　2 に

示す．

　本表 か ら明 らか な よ う に，化合物 9 は，常温 蒸散 試験 に

Table　2．　Effectiveness　oftetrafluorobenzyl 　derivatives正n　non −
heated　formulatjons　against 　Culex　pipiens　pa 〃ens

　 　 　 　 　 　 　 　 F　 　　 　 O

　　　　　◎ 蜘
　 　 　 　 　 　 　 　 F

Compound R KTso 〔m 正n ）
の KD （％）

b〕

2489 H

　 Me

　 MeOMeOCHz

55382752 04

・

〆
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∩
ソ

70100

a ）T正me 　f（）r　50％ knockdown　calculated 　by　the　probit　me 血 od ．
b〕
　Average　knockdown　mosquitoes 　after　60　min ．
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お い て も，他 の 化合物 に 比 べ て 高 い ノ ッ ク ダ ウ ン 活 性を示

した，こ の 結果か ら，本化合物 9 （メ トフ ル トリ ン 相当 物）

を新規 な常温蒸散剤 と して 選択 した
4〕，

効力および製剤

Tab 且e　 4．　 Field　 evaluation 　 of 　Metofiuthrin　 coil 　 in　Bogor ，　In−

donesia

　 　 　 　 　 　 Conc ．
Compound
　 　 　 　 　 （％ w ！w ）

No ．　cellected 　mosquitoes
”｝

Reductien

Pretreatment　 Treatment （％ ）

　 L　基 礎殺虫活性

　メ トフ ル トリ ン の 各種衛生 害虫 に 対 す る 致死活 性 （局所

施用 法）を Table　3 に 示 した．

　ア カ イ エ カ （Culex　pipiens　pallens）成虫 に 対 す る メ トフ

ル トリン の LD50値 は O．OO　15 μg〆雌で あ り，　 d一ア レス リ ン （商

品名 ピ ナ ミン フ ォ ル テ
  ，蚊取 り線香 の 主 要有効成分 ） の 約

25 倍，プ ラ レ ト リ ン （商 品 名 エ ト ッ ク
’
e’，液体蚊 取 りの 主

要有効成分）の 約 4 倍 の 相 対 殺 虫 活 性を 示 し た．一
方 ヒ ト

ス ジ シ マ カ （Aedes　alb ・pictus）成虫 に 対 す る メ ト フ ル ト リ

ン の LD50 値 は O、OOO47μg！雌で あ り，　 d一ア レ ス リ ン の 約 50

倍，プ ラ レ トリ ン の 約 10 倍で あ っ た．

　 さ ら に，メ トフ ル ト リ ン は イ ン ドネ シ ア，タイ，ベ トナ

ム ，マ レ
ーシ ア の 4 系 統 の 東南 ア ジ ア 産 ネ ッ タ イ イ エ カ

（Cttlex　quinquefisciatus） に 対 し て も d一ア レ ス リ ンの 33．3 倍

か ら 78．8倍 の 致死 活性 を示 した
5）．ネ ッ タ イ イ エ カ は，全

世界の 熱帯，亜 熱帯 に 広 く分布す る最 も
一
般的な 蚊 で あ り，

本種 に 対 して 特 に 優れ た 活 性 を有 す る こ と は，本剤 の 殺 虫

剤 と して の 有用 性を
一

層 際 立 た せ る特徴で あ る．

　一
方，イ エ バ エ 成 虫 お よ び チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ雌成虫 に 対

す る 致死効果 は d一ア レ ス リ ン と 同等〜2 倍程度 で あ りt メ

トフ ル ト リ ン は 特 に 蚊 に 対 して 極 め て 高 い 致死活性を有す

る こ と が 明 ら か と な っ た．以 下 に，各 種 実 用 製 剤 を 用 い た

蚊 に 対 す る効力 に つ い て
．
説明す る．

Metofiuthrin　 　O．005

d−Al］ethrin 　　　O．3

Control

210188256 QO712303 3QOQ／

8

　 2．加 熱蒸散製剤

　ま ず，代表的 な蚊用 加熱蒸散製剤 で あ る線香製剤 お よ び

液体蚊取 に お け る メ トフ ル ト リン の 効力特性 を検討 した，

　 メ トフ ル トリ ン 含有線香の 実用 効果 を 判定す るた め に ，

イ ン ドネ シ ア　ボ ゴール 市 の 民 家を 使用 し て ，Yap ら の 方

法
6）

に 準 じて 実地 試 験 を実 施 した．そ の 結果を Table　4 に 示

す．メ トフ ル トリ ン e．OO5％ 含有線香 は ネ ッ タ イ イ エ カ に 対

Table　3．　 Letha】e伍cacy 　ofMetofiuthrin 　against 　sanitary 　pests

の PredomiDa皿 t　species 　was 　Culex 　quinquefasciatus．

し，d一ア レ ス リ ン 0．3％ 線香を L回 る効果 を示 した，ま た，

同 様 な 試 験 を マ レ
ー

シ ア に お い て も実施 し，メ トフ ル トリ

ン 0．005％ 含 有 線 香 は d一ア レ ス リ ン 0．025％ 含有線香 と同等

の 防除効果を 示 した
7・S）．

　次 に，液体蚊取製剤の ネ ッ タイ イエ カ （室内感受性系統）

に対す る効力を Table　5 に 示す．メ トフ ル トリン は，プ ラ レ

トリ ン の 5− 6 倍の 非常 に 高い 効力 を 示 した，な お，野 外系

の 場 合室内感受性系統 に 較べ て プ ラ レ トリ ン との 効 力 比 は

さ らに 拡
．
大 す る傾 向 が あ る，

　3．常 温 蒸 散 製 剤

　メ トフ ル トリ ン の 最大 の 特徴 は，既 存 ピ レ ス ロ イ ドで あ

る d一ア レ ス リン や プ ラ レ トリ ン に は な い 常温蒸散性 を 有す

る こ とで あ る．そ の 特性 を 生か した フ ァ ン式製剤
V），お よ

び紙 や 樹脂等の 担 体 に保 持 さ せ た 有効成分を非加熱，無動

力で 蒸散 させ て 使用 す る 自然蒸散製剤 へ の 適用 に つ い て 説

明 す る，

　3．1． フ ァ ン式製剤

　フ ァ ン 式製剤 は フ ァ ン の 風 力 に よ り，常 温 で 有 効 成分 を

揮散 さ せ る．フ ァ ン の 回転 に 要 す る電 力は ， 蚊 取 マ ッ ト，

液体蚊取等 の 加熱蒸散製剤の 場合 と比 較 して は る か に 少 な

くて 済 む た め，乾電池を電力 と して 使 用 す る こ と が可能 で

あ る．そ の た め，フ ァ ン 式製剤 は コ ン セ ン トの 有無 に 縛 ら

れ る こ とな く持 ち 運 びが 可能 で，屋 外 に お い て も使 用 で き

Table　5．　 Knockdown　eMcacy 　of 　Metofiuthrjn　liquid　vapor −

izer　（60−day　use 　fbrmulation）　against 　Culex　quinqueVasciatus

（susceptible 　strain）．

　 　 　 　 　 　 Culex 　　　　Aedes 　　　　llfusca
Compound

　　　　　　pipiens　　 atbopietus 　 DomesticaBlattela9♂ 朋 砌 ’ca
Compound

　 A ．1．

mg145 　mlEvaporation rate （mgth ）

KTso

（min ）
a ｝

Metofluthrin

d−AUethrin

Prallethrin

Permethrin

0．OOI5a〕

0．0380

．00560

．0028

0．00047の

0．0230

．00500

．0012

O．24”）

0．210

．130

．013

1．3a）

2．9

 ．591

．5

MetQfiuthrin

Pralleth工in

120180240600 0ユ70

．220

．351

．Ol

55322135

の LD5
。（μg！female　adult ）by　the　topical 　application 　methQd ， の Large　chamber （28mi）free−flying　method ．
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Tab 且e　6．　 Knockdown 　efHcacy 　of 　Metofluthrin　fan　vaporizer

against ！dedes　albopictus （laboratory　strain）

A ，L Evaporation　rate （mgfh ） KTso （min ）
の

Metofluthrin 0．090 40

a ）
　Large　chamber （28ms ）free−flying　methed ．

る と い う長所を 有 して い る．

　実験用 フ ァ ン 式 デ バ イ ス を 使用 し，日本国内に お け る 代

表的な ヤ ブ カ で あ る ヒ トス ジ シマ カ （室内感受性 系統） に

対す る効力 を ， ラ
ージチ ャ ンバ ー

フ リー
フ ラ イ ン グ法 に て

評価 した．そ の 結果を Table　6 に 示 す．メ トフ ル ト リ ン を有

効成分 とす る フ ァ ン 製剤は，卜分 な実 用効果を示 し た ．

　 3．2．自然蒸散製 剤

　有効成分 を 紙 や 樹 脂 に 保 持 させ ，非加熱 無動力で 有効

成 分 を 蒸 散 させ る 自然蒸散製剤は ，簡便 に使 用 で き る こ と

か ら，今後 新 た な展開 が期待 されて い る．常 温 蒸散性，高

い ノ ッ ク ダ ウ ン活性，優れた 安全性な どの 要素 を兼 ね 備 え

た メ トフ ル トリ ン は 本形態 の 製剤の 有効成分 と して 最適 で

あ る．

　まず，紙を 担体 と した 製 剤 に つ い て 検討 し た。折 り た た

ま れ た 紙 を 展 開 す る こ と に よ り様 々 な 形態 を作 り出す 日本

古来 の 遊具は ， 「デ ン グ リ」と呼ばれ て い る．紙 を担休 と し

た 自然 蒸 散 製剤の 形態 は，こ の 遊具 を ヒ ン トに デザ イ ン し

た もの で あ る （Fig，4），本稿で は 本製 剤 を 「デ ン グ リ製剤」

と 呼 ぷ こ と にす る，

　デ ン グ リ製 剤 の 実用場面 で の 効力を確認 す る た め，マ

レ
ー

シ ア に お い て 民家を 使用 し て ，Yap らの 方 法 に 準 じて

実地試験 を 行 っ た．そ の 結 果 を Fig．5 に 示 す．メ トフ ル ト

リン 100mg を 含有す る デ ン グ リ製剤 は ネ ッ タ イ イ エ カ に対

し，d・ア レ ス リ ン 0，25％ 含有線香製剤を上 回る 高い 防除効

　 　 7cm

cm

Fig．4．　 Metofiuthrin　Denguri 　paper　strip，
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d−allethrir1
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Fig．5．　 Ficld　etficacy 　of 　Metofiuthrin　Denguri　paper　strip　against

night −biting　indoor　mosquitees （Culex　quinquqfosciα tus）in　Malaysia．

果を 示 した 7・s）．

　同様 な デ ン グ リ製剤 を 使用 した実地 試験 を，イ ン ドネ シ

ア 　ロ ン ボク 島お よ び 日本国内で も実施 した le−12）．ロ ン ボ

ク 島の 民家に お い て，メ トフ ル ト リ ン 200mg を含浸 さ せ た

デ ン グ リ製剤 は，ネ ッ タイ イ エ カ，ハ マ ダ ラ カ 類お よ び ヒ

トス ジ シ マ カ に 対 し，4 週 間〜6 週間 に わ た り優 れ た 忌 避 効

果 を 示 した．

　次 に，樹脂製剤 に つ い て 説明 す る．樹脂 は 紙 に 比べ て ，

耐久性，加工 性 に 優 れ て お り，家屋 内は も とよ り，厳 しい

使用環境が 予想 さ れ る屋 外 で の 使用 に 適 して い る．メ トフ

ル トリ ン 約 4．4％ を 含有 す る格子状 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 の 樹 脂

製剤 （8 × 11 × 0．5crn，12．3g） 2 個 を使用 し て そ の 残 効 性 を

評価 し た （Fig．6）．そ の 結 果，メ トフ ル ト リ ン含有樹脂 製

剤 は 少 な くと も 8 週 間 に わ た っ て 安定 した 効力 を 発揮 す る

こ と が 明 ら か と な った （Fig，7）．

　樹脂 製剤 を 使用 した 実地試験を，イ ン ドネ シ ア お よ び ベ

トナ ム で 実 施 した．イ ン ドネ シ ア （ロ ン ボ ク 島） で 風通 し

の 良 い小 屋 を使用 した 野外条件 ドで，メ トフ ル トリン 正g を

含 有 した 樹脂製剤 は ，5〜10m2 あ た り 4 個設 置 す る こ と に

よ り 15週 間 に わ た り蚊 に 対 し高 い 空 間 忌 避 効 果を 示 し

4m
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Fig．6．　 EMcacy 　test　of 　Mctofluthrin　 resin　formulation．　Ambient
tempcratUre：abeut 　30

°C ，　relative 　humidity：about 　60％ ，　wind 　veloc −
ity：about 　O．5m 〆s　at 血e　center 　of 　the　test　samplc ．
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Table　8．　 Physical　and 　chemical 　propcrties　ofMetofiuthrin

8

Molecular　Formula

2 　 4Time

（week ）

6

Fig．7．　 Knockdown　ethcacy 　ofMetofluthrin 　resin ・formulation．

Molecular 　Weight

Appearance

OdorSpecific

　gravity（d；
o
）

Vapor 　Pressure

Vjscosity

CIHH20F403

360．34Pa

！e　yellow　transparent　liquid

Slightly　characteristic 　odor

l．211

．96× 蜀0
．3Pa

（25
°C ）（Gas 　saturation

method ）

19．3mm2 厂s （20°C）

た
L3〕．一

方，ベ トナ ム の 民家に お い て 実施 され た 試験で は，

メ トフ ル トリ ン lg を含有 した 樹脂製剤 は，ネ ッ タイ イ エ カ

お よ び ネ ヅ タ イ シ マ カ に対 し，少 な く と も 6 週 問以 上 に わ

た っ て 高 い 空 間 忌 避 効 果 を 示 し，そ の 実用 性 が確 認 さ れ

た
14〕．

安　 　全 　 　性

　メ トフ ル トリ ン の 急性毒性試験 の 概要を Table　7 に 示す，

概略 の 致 死 量 は，経 口 投与 で は ラ ッ トの 雄 で は 2000m9 〆kg

を 上 回 り，雌 で は 2000mg 〆kg，イ ヌ で は 雌雄 と も に 2000

mg ！kg を上 回 っ た．経 皮 投 与 で は ラ ッ トで 雌 雄 と もに 2000

mg ！kg を上 回 っ た ．吸 入 曝 露 で は ラ ッ トの 雄 で は 1960

mg ！m3 ，雌で は 1080mg ！m3 で あ っ た ．

物性お よ び安定性

　 メ トフ ル トリン の 物理 化 学的性質を Table　8 に 示す．メ ト

フ ル ト リ ン は 微黄 色 透 明 な 油 状 の 液体で ，蒸気圧 （25
°C）

は 1．96× 10
−3Pa

で あ り，ピ レ ス ロ イ ド系殺虫剤 と して は 比

較 的 高 い ．動粘度 は 19．3mm2 〆s （20°C） で あ り，取扱 い が

容易な レ ベ ル で あ る と考 え ら れ る．

　ま た，メ トフ ル トリ ン は，50°C6 ヶ 月 間 お よ び 室温 3 ヵ

年 間保 存 で安定 で あ り，各種 の 汎用溶剤中 で も，ほ ぼ 安定

で あ る．さ らに，メ トフ ル トリ ン は ， 加 熱 蒸 散 分 野 で 用 い

ら れ て い る d一ア レ ス リ ン や プ ラ レ ト リ ン と比 べ て，太陽光

下 に お い て は るか に 安定 で あ り，屋 外分 野 で の 使用 に も適

し て い る こ とが示 唆 さ れ る．

Table　7．　 Acute　toxicity　ofMetofluthrin

開　発　状　況

　メ トフ ル トリ ン は 2005 年 1 月 に 薬事法 に お け る製造承認

を 取 得 して お り，現在，日本で は 電 池 式 蚊 取，液体 蚊取 に

使用 さ れ て い る．ま た ，非薬事法分野 の 製品 と して 紙 デ ン

グ リ製剤，樹脂蒸散 製 剤 等 の 有効成分 と して も使用 され て

い る．海外 に お い て は 30 以 h の 国 ・地 域 で 中請，米 国

（EPA ）を初め とす る 20以上 の 国で 承認 を取得 して おり，蚊

取線香，紙デ ン グ リ製品等 に 使用 され て い る．さ ら に 各国

に お い て ，メ トフ ル ト リン の 特徴 を 生 か した，従来 にな い

ユ ニ
ーク な 製 品 へ の 応 用 開発 が 進 行 中 で あ る．

お 　わ　 り　 に

　住 友化 学の ピ レ ス ロ イ ド研 究 は，松 井 正 直 東 京 大 学 名誉

教 授 が 弊社 に御在職中 に 始 め られ た ピ レ ト リン 類 の 製法研

究に 端 を 発 して い る．以来，半世紀以 上 に 渡って ， 弊社は

20 以 上 の 特 徴 あ る ピ レ ス ロ イ ドを発明 ・上 市 し，こ れ らは

当社の 家庭 ・防 疫 薬事業，農薬事業の 発展 に 大 き く貢献 し

て き た．今 日，世 界 に お い て ピ レ ス ロ イ ドは，農業生 産物

の 確保，防疫 害 虫 防 除 お よ び 快 適な 生 活 空間 の 確保 の た め

に な くて は な らな い 存 在 と な っ て い る．メ トフ ル ト リ ン は，

こ れ ま で の 当 社の ピ レ ス ロ イ ドに 関 す る 集積知 識 と叡 智 を

結集 して 開発 され た もの で あ り，理 想的 な 蚊防除剤 と して

国内，海外 を合 わせ て 当 社の 主 力 製品に な る もの と期待 さ

れ て い る．

　最後 に，本剤 の 研 究 と開 発 は，筆者 ら農業化学品研究所

所 員 だ け で な く，住友化 学の 研 究，開発，営業，工 場関係

者 の 総 力 を挙げて 得 ら れ た成果で あ り，こ こ に 深 く感謝致

します．

　 　 　 Adminlstration
Species
　 　 　 　 　 route

Approximate 且ethal 　dose

Oral　　　 Male：＞ 20ee　mg ！kg，　Female2000　mg ！kg

De   al　 Male ＆ Female ；＞ 2000mg ／kg

Inhalation　Male ： 1960mg ！m3 ，　Female ：1080mg〆m3

0ral　　　 Male ＆ Female ：＞ 2000rnglkg
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